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そして先日の中間発表後、「本番までに、 30回全員で歌おう」と 構
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確認したりして、またさらにやる気がでました。目標沐めるとやる 魂
気が出てすご<いし―)です。 て'
同じ目標に向かつてみんなで頑張つてるときつて、凄く一体感があるし、そこにいて心地い t/
いよね!それこそ、“タフネ1‐の醍醐味。「みんな」とだから、1人では成し得ないことをできる

んだよね二|■|■|■■||||||||111■|■

05・ 61手間‐自:の中Fo3発表で|まt他の組のすごい歌が間けてよかつた
です。自分達の歌ttll課題などが見つけられたので、頑張つていき
たいです「 ||■

■■||||■ |‐
自分達の歌もさることながら、他クラスの歌をきちんと認めているところがいいね !どのクラ

スもいいところがあるし、それをちゃんと認めつつ、自分達もステップアップしていこうとす

る姿勢、GOOD☆さすが5組つ子 !

○中間発表がありました。5組の伸び率はすごいと思うけど、みんな
が自信をもって歌わない限り金賞はとれないと思います。これから

も歌練を頑張つていきたいです。

「自信を持って歌う」"・金賞を獲ることが全てじゃないけれど、私もみんなには、自信を持

つて「みんなで歌うことって楽しいな」つて気持ちで歌つてほしいなと思つ|ていますょそのた

めには何が必要だと思う?                  三|||111‐

○道徳の時間に北耳祭のことを話し含って、みんなで色展なことを決

めました。そして、昼休みの練習では今までで一番自信を持って楽

しく歌ヱ童セた。音程が難し<て自信なかったところもとにか<声
を出せたので、他の人の声を良<聴いて音程を正確にしていきたい
です。       1
嬉しいね。こんな子が、どんどん増‐えるといいな。話し合いを通して、みんなで気持ちを確

認し合ったからこそ、仲間を信じる気持ちが生まれてきたのでしょうね。

みんなとだから、つくれ|る´ヽ■|十■|■|み な々とだから、歌っていて嬉しいし、楽しい。みん

なとだから̈ ・。合唱コンク■,●は何のためにあるのか、みんなは何のために「みんな」な

のか。考えさせられますね
=■
■■|■ |■

含唱は、決して ,1・ 人では成し得ないもの。以前伝えたように、 1

人 1人の存在感がちゃんとある5組だからこそ、1つになった時の一

体感と言ったら・・・凄いものになると思います。

つこそ、『 1つ 1つの具材が輝 <、 全員主役のおでん組 !!』 にな

る時がきた !!全員がよさを発揮しながらも、美味しいだし汁の中で
調和され、1つの素敵な味のハーモニーをつ<りだそう !「クラスっ

ていいな。みんなと一緒にできて、良かったな:」 そんな風に感じら

れる含0昌コンクールにしようね。練習日は残り6日 !頑張るぞ、みん

な !!

勢 ヮじ読ん百欲し′み

ある子の部活ノートを、先日顧間の先生が見せて<れました。とて
も良いことを書いていたので紹介します。何か、感じませんか。

「
イデθ―の言葉ン

ー蓋の通 は、遠回りすることだ
。
フで言うよ致定 ジ をつ|まlも1/c~古フ

τやつし |るんですよ。多復秘午 の暦なんじわな多,力lと思えるよう

ななったんで〕よ。             ■■

(この言葉を受けて・・・)          .
自分も人生に近道なんかないと闇っています。むしろ、近道してい

るより遠回りしている方が色々な発見があると悪っています。そして、

自分もより大き<成長できると思つています。―番大きな宝物を手に
入れるのは、遠回りという「寄り道」をた<さんしている人だと目う
ので、ぼ<も苦しい道を選んでいこうと思います。
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